
参考資料２

農山漁村生活体験における事故・災害に対する安全管理

１ 事前のチェック（安全対策）

２ 事故・災害発生時の連絡体制モデル

３ 事故・災害のアフターケア



受入実施本部
○市町村等
○受入組織

○警察
○福祉保健所

○消防署
○病院

関
係
機
関

【チェック項目】
○安全確保に必要な人員は確保できるか
○危機の時の分担、手順は決まっている
か
○資格を必要とする体験指導等には有資
格者があたっているか
○各種許認可手続きはとれているか
○緊急時の連絡網は２系統確保できてい
るか
○必要な保険に加入できているか 等

事前のチェック（安全対策）

事業主体
○学校
○旅行会社

【チェック項目】
○開催日時、行程は無理
なく組まれているか
○開催までの作業スケ
ジュールは充分あるか
○思わぬ天候の急変等の
場合の代替案は準備され
ているか

等

【チェック項目】
○気象警報等の発令によるイベン
トの中止・続行の判断基準はでき
ているか
○応急措置に必要な医薬品等は
整備されているか
○避難経路・避難場所は確保され
ているか 等

【チェック項目】
○過去のノウハウは活かさ
れているか
○対応できない人が出た場
合の代替は準備されている
か 等

受入組織



事故・災害発生時の連絡体制モデル

通報
・何が、何時、何処で起こったか
・被害者の数
・重傷、重体者の有無
・消防車や救急車出動の必要性同時

連絡
・何時、何処で起こったか
・被害者の数
・重傷、重体者の有無
・消防車や救急車出動の
要請状況

連携

・行事の中止、継続の判断
・避難誘導

旅行の責任者
○学校
○旅行会社

受入実施本部
○市町村等
○受入組織

○警察
○福祉保健所

関
係
機
関
○消防署
○病院

客の家族 等

事故・災害等の発生

住民

被害を受けているもの（客、住民）

インストラクター

発生時は
救命・救出に専念する
ことと情報の混乱を避
けるため
○受け入れ農林漁家
からの連絡は本部に
報告した後にする
○その旨は前もって
客に周知して了解を
得ること

発見者

受入農林漁家

関係者による現場
検証



事故・災害のアフターケア

○消防署
○病院

関
係
機
関

できるだけ速やかに
○状況、結果の報告
その後
○お見舞い・謝罪
○保障内容の確認 等

情報整理

再発防止対策
○原因を分析
○安全対策マニュア
ル作成
○体験プログラムの
改善 等

○被害状況の整理
○慰謝訪問等の調整
○訪問マニュアルや電話
マニュアルの作成

受入実施本部
○市町村等
○受入組織

〔参考文献等）
岐阜県イベント安全対策マニュアル
海辺の安全対策マニュアル（国交省）

事業主体
○学校
○旅行会社

○警察
○福祉保健所

被害者（客）

被害者の家族

報告
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